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『自然が豊か』 と言われる東北で も生物の多様性が失われ つ つ あります｡

生物多様性とはなにか｡

私たちにできる ことはなにかo

世界の動向はもらろん､ 東北で行われて いる保全活動の紹介も交え､

シ ンポジウムと交流会を開催 します ｡

パ ー

トナ
ー

シッ プ事 業
1 8 : 0 0 ′ - 2 0 : 0 0

◆講演
｢ 生物多様性 ･ C O P I O につ い て｣

島野智之氏 ( 宮城教育大学環簾教育実践研究センタ
ー

准教授)

｢ 東北 の 生物多様性｣

岩測成紀氏 ( N P O 法 人 田んぼ理事長)

◆ C O P I O 白鳥地区会場ブ ー

ス 出展者による活動紹介

秋日県秋Ef]地域振興局

R C ∈ ( N P O 法人 水守の郷
･ 七 ヶ宿)

交流の場です ｡

ださい ｡

- 2 0 :0 0
.
.

北環境パ
ー

トナ
ー シ ッ プオフ ィ ス

(1ul台市青葉区本町2-5-1 江陽グランドホテ)i ,薬オ
ー クピル 5 F)

定 員 3 0 名 ( 申し込み先着順)

協力 : 宮城教育大学環境教育実践研究セ ン タ
ー

､
N P O 法人EB んぽ､ 秋日 県秋田 地域振興局､ N P O 法人水守 の郷

･ 七ヶ 宿
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◆◇◆ 語ろう .
1 東北の生物多様性 ◆◇◆

: 司会 / 冬木勝仁氏
｣

; 1 8 : 0 0 開会

: = 講演 =

: 1 8 : 0 5 ｢ 生物多様性 ･ C O P I O に つ いて｣

: 島野智之氏 ( 宮城教育大学環義教育実践研究センタ
ー

准教授):
■

: 1 8 : 2 5 ｢ 東北の 生物多様性｣

: 岩淵成糸己氏 ( N P O 法人 田んぼ理事長)

; 1 9 ‥1 0 質疑応答
:

= C O P I O ブ
ー ス 出展者による事例紹介 =

I 1 9 :2 0 秋EEl県 秋EE]地域振興局
: 1 9 :4 0 仙 台 広域圏 R C E ( N P O 法 人 水守 の 瓢

･ 七 ヶ宿)

= 交 流会 ( 自由参加)
: 2 0 :0 0 出演者の皆様との 交流会を行います｡

* マ イカ ッ プ ･ タ ンブラ
ー

を ご持参ください o
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冬木勝仁氏

( 東北大学大学院農学研究科准教授)

京都大学大学院招済学研究 科修士諜稽だ 浜政策学専攻 修了

貝毒団5 去人 みや書 ･ 環境とくらL,
･ ネ ッ トワーク ( M E L O N) 理事

〔研 究分野】歴 茶市域学 : 主と して 日本に おける米 語通
･ 市携 に関

する研究 , ア グリビ ジネス論: 主 と して アメリカ
･ 日本 ･ アジアに

お ける多国籍 アグ｣ ビジネス に関 する石狩究 ､ 農業政策学: 主と して

ア メリカ ･ 日本にお ける果菜
･ 食鳩政策 に関する研究 ､ 象英経 済学こ

主 として日本にお ける地上或農業に関 する研究 な ど

島野智之氏

( 宮城教育大学環境教育実践研究センタ
ー 准教授)

名 古屋大学大学院農 学研究科 博士課奉呈前舶 修了

1 9 9 7 ( 平成 9) 年 3 月 ‡舞浜国立大学 大学院工学研究科 博士課

程後顧 計画建 設学専攻 ( 環 境科学研究セ ンター･ 生態学) 劉 i2 取

得 満期道学
L･_
G =

d 宙】

2 0 0 9 年 6 月 プロ スパ ー ネ ッ ト〔国連大学】/ スコーパス[ 工ル
ゼピア社] 持続可能 な開発に関する毒手研究 者喪 贋菜および 自然

舜源分野 な ど

岩測成紀氏

( N P O 法 人 臼んぼ 理事長)
雪城手管大学 数商学部卒業 ､ 仙台市内の 中

･ )Jl 学校教諭 を経て ､ 兵

庫教脅大学生物学 科修士課程日参了 c

ILLF台市科学館学芸員､ 宮城教育大学客員教官などを経て宮城県立EB

尻高校数喜武｡

2 0 0 6 年退帽蟹 ､
N P O 法 人組んぽ を立ち上げ住 まいをLLLJ台か ら出

尻に移す ｡ み やぎ生協も参加L ,てい る由尻 ｢【B んEまの生 き物詞盃プ

ロ ジ 工 ク ト｣ の喜局盃指導を行 っ ている .

税EE)県秋 田地域‡辰興局
〒 0 1 0- 0 9 5 1 秋EB 市山王4 丁目1 番 2 雪

T E L O 1 8
- 8 6 0- 3 3 1 3 F A X 0 1 8- 8 6 0- 3 8 6 0

r 環ハ郎湖W E B T > あきた｣ で活 動を動画で紹介

ハ館湖の 自然 再生に向け ､
平成1 6 年磨 から振興局内 に各 郡横 断的

なプロ ジ工 クトチームを立ち 上げ､
r 環八郎 湖

･

水の郷鳶室出プロ ジ 工

ク ト｣ の もと , 地域住 民b
(
行う自然再 生活動へ の支援､ ハ巨8 湖周辺

の)Jl 学 生に 対す る出前 授葉 の実施 及び各閲孫壇 体 ･ 怒関 の ネ ッ ト

ウ- ク叱のため の支援を行 っ ている ｡

仙台広域圏 R C E ( N P O 法 人 水守 の郷
･ 七 ヶ宿)

〒 9 8 9- 0 5 3 2 霊域 県刈EEl 郡t: ケ宿 町字碩…添2 6 番地 1
T E L/ F A X O 2 2 4- 3 T 2 1 7 1 E- m a i : m m m n e t 7 @ y a h ∞.
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王望夢長 : 海藤節 生

大自然と文化 の共生する町t: ケ 届か ら持 続可能な末実つ くりを発電

L, てい< N P O です｡

1
.
水環境を守ります｡ 2. 木を見て森 を覚る学び

の壌を作 ります o

3. 地域
の食 材を生か します o

4
.
水守 の郷の 仲間作 りを します o

エ ポ

東 北環境パ ー

トナーシ ッ プオフ ィス (E P O 東 北)
E n > ir o n m e n t al P a rt n e r s h i p O ffi c e T O H O K U

E P O 東北は , 東北地上或の 環境活動を促進するために ､ 人 と

人をつ なく拠点となる ことを自的と して 2 0 0 6 年に開設され

ま した o 2 0 1 0 年 4 月か ら環境省 と財団法人みやぎ
･

環境 と

くら し ･ ネ ッ トウ - ク ( M E L O N ) が協働L 'て 運営 して い ます o

だくさんの 人がE P O 棄北をきっ かけにL,
' て 出合い ､ 新たな

環嵐ミ看動の 環が広がるよう ､ 皆さんの パ ー トナ ー シ ッ プ作りを

支援 します ｡




